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作物におけるェチレンの生理,生態的研究

Ⅰ. トマ ト子葉葉柄 の上 偏生長 測定 に よる

-チ L,ソの生物 検定法 とそ の応用

,LL.J ｣易 迅

刑非 ･今関 (1973a.b)はヤ-ナ リ下JFE軸から 油化分離した分子罷 11万2千の水浴仕

的 ′湧ミIAAや2,4-Dのような十一･キシソ系か レモン剤により腐骨される-T-71レン刊ノ刑;_

ェ T-レンの/日荻を[;Jl讃する作用のあること+iJ発 托した.このエーT-レ'/生成FEL譜訳r′lの利用

研究に際し,該出自の効)J維持期間が現在のとこ7)比酬 勺に短かいために.使用時に活))

の有無および程度を簡易に校定できる)j法を考'宅する必要が生 じた.

最近エチL/ンの測定にはガスクロマ ト//ラフィーによる方法が広 く用いられているが,

この機1.幣のない場合, どこでも測定できる/l三物粍定法を 開発しようとして研究を行なっ

六二.

-チレソのノ1･.'物検定法としてほェチレンにJ:って起こる葉柄のI.偏/_F:良 (epinasty)を

測rjiiするノブ法や KnightandCrocker(1913)や Crockereta!.(1932)による=itL.i化エソ
ドゥの芽生えの示す三盛反応 (tripleresponse,)を利用する方法がある.竹松ら (1975)

ち-チL/ソ発ノJ_I.剤のスクリーニ'/グに三相反応を前視 した,

葉柄の起す｣二血性 長を利用する方法としては 古く Boyce Thompson研究所の研究者

(Crocheretal.1932,DennyandMiller1935,Millerelal.1940)によって紹介されて

いる,照閉容器内に検定すべき植物体とともに入れた トマ トや/ミレイショの成植物の兼柄
のエチレンによる上偏生長を比陣する方法があるれ 肉眼観察による定性的な方法であ

る.エソ ドゥの三弔反応は 特異性が 高い特長を もっているが,これ も定作的なものであ

る,

トマ ト稚苗の子葉の某柄の上偏生長 (トマ ト子葉の と偏生長と略称)は角度として測定

が容易であるので準定盤的に利用可能ではないかと考えた.-チレソ以外に上編生長を起

すガスとしては,acetylene,Propylene.CO.butyleneてあるが,これらが上編生長を誘

致する濃度は, エチレンのそ-れぞれ 500倍,500倍,5,000lf7-,500.000倍であ り (Cro-

ckereial.1932)で,有効濃度は遥かにT･.A.r7いので, これらのガスの影苧封土実際問題 とし

て無視てきると考えられる.また均一な1ソ伴Iがえら九やすいとい う点からも トマ トの芽'ト

えが最適と75えて, トマ トT侶竹の子紫がェ 1-レソによって誘起される上伸卜長の角皮kmrJ

正する生物検定法を検討し/こ糸.J.'果,I)き用化が･Fl徒と考えたので,その概要を裡告した (馬
場 ･消井,1976)./日射1,'では,そのL))法とその机拠となった-riJj,-rliおよび この検定法を利

用した差千の応川例を紹介する.

本作触ニ当り御接仙を弼いた,｢･Jlt!.E r!IW,ij-:と耶ル憐7干博士に搾.djiけ るとともに研究に協力された
LTl:Iと佳代子氏に感謝する.
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実額方法および結果

1.エチレンの生物検定

(1) トマ ト子葉の上編生長測定法

供試するトて 卜帆't.1日よ丁め,:-ミュキュライ トを入れた.ミットに横松しクr7-スキLl･ヒ

ネット内で育てた. 温度は25-27OC,滞度70土 5/Oo/,光線 5千～1万ルックス.JLlヱ口2
回惟水したが,肥料や培弟椛は施さなかった. トマ トの.TT.椎はタキイ掛野KK姥｢米1..い
て ト｣を用いた.

播都後10-20日たって子炎が宗全に展開したIl封帥こ,ノ1,1.1二(1g)の′∴-ミ;._辛:Lライ
トを入れた直径 4cmの7ルミ箔のホイルカッ-/に./ト:背の捕った柵 llFIJを2本ずつ移11rlL

た.なお移概後も拙水するだけで肥料や増発液

は与えなかった_移仙後 10日間位他用可能で ェナレンJ&)7MJ' lナレン処伴は

あるが,ageが進むと上偏/毛.長の感度が低1=し

た.

この検定用の トマ ト稚苗のェチレソによるr-.

偏生長を比鞭するには,WJ'lr郡)ように-7-レ
ン処理抑こ,子弟薬柄の:北部から子兼の先端ま

での線と旺軸との角度 al,a2をiP.lJ定し,卜巧者の

平均値Aを求める.

一定時間 の -チレソ処確後に上偏生長角度

bt,b2を測定し,そのTL均値Bを求める.同時

A-ヱ一十 a2
2

午
11=bH b1
2

｣.lu′l二にJfjIi'-IA-B

第1岡 エチレンによるトマトJ'難の

L･.腐生Ttの測定

間内におけるエチレンに よる上編生長角任は

A-Bで あ る.1カッブ2本 の トマ ト稚r!l-('のA-Bを､771均した仇を 1カッ.:-J･i31たりのl.

偏生長角度とした.

軽閉した容牌内のエチレン濃度を比較するためには,上記の検定用のホイルカッー′を容

器内に入れ,ビニールテープで密閉し,一定時間後のA-Bを球める,

(2) エチレン濃度と トマ ト子葉の上偏生長角度との関係

トマ ト幼tJl'(の子某がエーj-レンによって起す l二偏 牛長のfT1度がェテレソ渋皮と-､l'･行以雁 に

なければ,これをILチレソの定槌的t物検定として利用することができない.したがって

-チL/ソガス狼度と上JhIJJ生長角皮との凹孫をしらべた.

検定用のカップ (トマ ト稚苗および/(-ミュキュライ ト)からも多少のエチレンが発生

するので,その膨照を少なくするために51の円fL7i形の大夕空=J.容器を用いた. 容器内の加用

十るェテレソの澱度を所定僻になるように-･1-レンガス別jミ別針で汀入した.氾度250C,
1万ルックスで15時即Jェ T-レソ地坪後の子柴のIL.lhi!l_央何度^-t3,i.-求めた.日メ二Llカ
ップ .

加用-チレソ淡度の対数と子葉のIl二偏生艮角度との関係は ェチレンiLl';度 0.01ppm と

10･Oppm との間では第 2同のように取組に 近似している. この範四は上偏/i三良角度 か

ら見れば 0-300である.すなわち この恥岡で(.i . 上偏生長角度 Yは,-チレl/濃度 X

の対数と,相関緯敬γ-0.990の有 意 (1%レベル)の11I関関係にあり,耐縦式は Y-

ココtll lrl.'lI':研 '').I.



9.37logX十22.41となる.

刷物休から一発/巨)-るエチレンを洲定す

るのに 多く用いた容-?削ま200mlの門間

形の容器である.この容照を用いてェチ

レン批任と トマ ト子薬の rl.偏JL-jミ角度と

olI判係をしレ ＼た')l験でも第3伺u).とう

にエ1-レソ濃度と l_偏′LJ主角度と叫 kJ係

は,0,01-10.Oppm のI-Hlでit略直鰍 こ

近似している.

第3川でJ･チL/ソJull川Il''が 0での 卜て

ト丁葉の.LlIH的雌7-8oL上棟定用ホイル

i)ップから発牛したエ 1-レンによる.

(3) 環境条件による トマ ト子葉の上

偏生長の差異

1) 培地とI+frG'水分

DennyandMiller(1935),

Mllleretal.(1940)は供試

机物体から光年_するエチレン

の検定に l二焼払で育てたバレ

イシ ｣や トマ トの成植物を用

いた.この方法と同じように,

~l'1.は7cmのビニールポ ットl

に水田 た報をつめ,土壌含水

石ItIを即にして育てた トマ ト成

柄物と前述の検定用 トマ ト稚

苗を51容掛 こ入れて緒閉し,

24哨聞後 の トマ ト椎田子葉

の 卜桐生良をしらべた.

試験区ほ,トマ ト区 い てト

+｣ニ喫)と_1-.壌区 (土境のみ)

のJit々 につき.]二壌舎水屋70%

区 (適湿)と100%区 (飽水

区)の別を設けた. トマ トは

1ポ ット2ノ別れ 1区 2ポ ッ

トを用いた,十墳含水値は.

拍大葬水-rJTにスTする%である

その結果は雛 4I式Fのように

0り
J

上

仙

北

k

爪
は

/化
′

C

0

り
】

卜

l･,_
パ

li
:
爪
比

.也

lllLIJ.?.1せppm

,.172lくlェチレソ濃度と卜.･I.子方t;Iの｣舶1._｣<
との関操

(汁) 5Cの容附Lli/円.処即時閃 :2Ohr

;ji,3川 エチレ./淑皮とトマト子Ii'L.の｣/.鰍Jk尺との旧怖
(TL)2nOmlの容'EifLJl用

トマ トおよび沼地 (I-.墳)か ら削 こしたェチレソにより徳川
本然内の･7-テレソ蓄fl'ば.;が.･:,I,まって, トマ ト成机物rQlよび検定FUトマ トに■H.･しいJ･･LIr紺‥L長

が認められた.この際 第4周 のように Il.堺冷水丑70%,100%区ともに トマ ト成刷物+
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+.礎から発′1:.したエーTレソによる析荘用 トマ ト子鹿の と偏叶.長用便に対し-I壌ポ ットか ら
発′卜Ll=エ F-レソに.｢,:,ド .,卜/･うL:の llI;iJl指1'(JI'IJJ､L.か[/･')大きい二,とが..I,ためらttL l_

a_)ことは,鉢柚の トマ ト成地物か ら発生した-ナt/ソの中で 上城から発生し-/I-ナL,ソの

冊(Iがかな り射 ､ことlL,いちしている.

トマトlkt̂的3)Ti.I,I

灘の｣帖一卜は

05

上

付

iJ
IE
角

化

(
舵

+'jIンいnllてト･7此 77

_Hhl'l_rこノ(iI:i

(ェチレン7)SとJI_汀度)

;1二娘LF:i,LH

654 654 70 100 70 100■ニト_鴫

し.-･･･一･･一一 し- 一･･.･.一一ノ ､- ′一一･一J - 一一一一ノ 1/T水IIi

70% 100J′′J' 1-.･トlJthlLIA7 -卜 jj壬

tj'1J11同 士取合水晶によるト71､の上編′r=_長とェチレソ発生のJlij｡L･

(fl_) A:トマト成机物 B:-チレ./検定用 トマトJWl'1-I

また トマ ト子葉の_卜偏生長から見て, トマ ト成軸物および †･.塊から発牛.したエチレンf;i

は土壌含水fuHOO%区 (飽水)のほ うが70%区より多かった.

このように+.壊からの-チt,ソ発′1.はかな り多いので,校定用J.:,.地を選択する参考とす

るために,∫.■J.地の称rllと-チL,ン発生丑 との閑係射 ･7:討した.

1封也としては,/;-ミュ車 1 ライ ト,水口卜l二項.川砂,求)一昭夜を用いた.この場17ホイ
ルカップに 2本の トマ トTlr=-_苗 ･p._･植付けるのに必要61-少限の容環としてバ- ミュキュライ ト

は 1･Og,水IIl+_躯および川砂は 10,0g(即 乞土)を用い,il.･'T地の含水罷(:L100% (飽水J
とした.

水川液l礼 川端 を8mlの招Jl純 を入れた1Jう ス里:)齢こ入れた. 増J'1枚の紬,には ;巧者ら

(1976)が用いているt']稚 く4-腰 の 1/2濃腔u)ものである. 1佐ホイルカップ4n.I.1-を,川いた.

検達には 200ml容の'#諾I.Jk用い,第1表の No.2-4ては 容器に 各廠培地 と検適用 ト

マ ト稚苗を,Nol1(対柁i.)には検定用 トマ トのみを入れて 密閉し,8時lLりおよび20帖机

後の検定用 トマ ト子兼のJ-_仙′卜長用度をiJLIJ'jEした.1区4ホイルカップを用いた.

I)ltfI令の打.架は,第 1.おo)ように トマ ト丁班の 日1..1ノlー長からみた七5.地から0)-ナ レ./雅Jl･_
丑は,,:- ミュ牛 :Lライ ト<水rtl+_嫉く砂O.)jLLL'ui,:,洲定仰の個体差 も同じ101巾:てあ 〔た.

.?ウH I:l■:Jl;'●研 ÌL:



･'47,IIJく J,.'乍地 に よ/h'エチ レン発/l..の差.fur二

良. 別

(培地の仰即)

純'JLlH卜･卜(サ'Ll)I.仙′I~f-=llJJti_(J
t; IL-f 側 後

平 均 価 脚 習慣鼻

/-(J｣ jl..I(. こi.0 tト 5 ()

バーミしキュラ(卜 75 5-10 45

水 rll 十 L).こ
川 砂

水 lJF 液

90 5-13 LiO

93 5-12 63

138 7-17 108

2() 時 tL日 放

平 均 範 酎 書冊長
5-川 ()
12-23 日.()

]0 25 10Lq

22-40 213

20-35 21.0

(汁) No･2-4では研閉智矧JJに冊 也のほか-チL,ソ横堤川トマト椎市を入れた,N0.1では-

ナL,ン仲定)山卜-IJ卜那F'I.T'のみを人;hた ＼｡,:)･では水川液に偵7im トー1.･卜附ll'fLJ入)1た.

i)､卜かLL)ノし こ=Lキ_,ライ トが. -l--∫-L,ンJ'発′l量が ′i亘亡く∴州定flI'しのrLJ.1休;1(月,小.ち

く,さらに均一なIIA料かえられる′佃 lら).I'乍地として蝦適と考えられる.N0.5の水川液区
は-Tレンの売上日庸 ミ多く,測定値の個体差 も大きいので,水排液は培地としてI付利でた
いと思われる.

第2ノヾ 1.1地水分含riによ乙エテレソJye/LのZl-1瓢

検IjEJ守日､-.Itf一･■･.rEの lイ馴三艮lql吐 -(C)
rxI 肌

(培地含水;.-.:)

%

%

%

0

八日
0

0

7

5

8 叫 間 後- _ 1

平 均 篠 幽 対叩Iと
の L/qi

4 3 4-i O

7.7 r1-リ 3L1

6 7 6-8 24

7.0 6-円 27

｣ 旦一一世 間 後

･ 11､-1 … .手

90 8-I(〕 C

15.3 12-17 6.3

127 11-日 37

15.0 12-17 60

(托) 】) 上剖蜘まバーミュキュライト.

2) 1-0.2-4では密閉容器にJlT･地のはかにエチレソ快走)FIトマト利Ⅲを入,E'Lた No･lで

はエチレン検定界用卜7ト秩dd-のみを7Lれた

つぎに1,,I-;地の水分含量とェチレンの発/_卜との関操をしらべるために,/こ- ミュキュライ

トを培地とし,Lだ地水分含i;i:を100% (飽水),71)% (j掛良),50% (陀燥)の1-I.別を設

け,第1表の契鮫と同じ力法で,8時間および 17時間後の検定用 トマ ト子葉の上偏′上.艮角

度を求めた. その結果子兼の上偏生長からみた ･l+I,ソの発'1:._Fiは 100%>50%>70%

の順序で 70%が追いJ,tなかった.

2)光 線 強 捜

異なる光組頻度の もとで棟'起用 トマ ト子兼の II1..1隼指lfJ舷を測定 したqL･.I,栄 ,雛1-)l申)よ
')に.1,000Luxまでの冊では光線o')戯いほうが子非の 1二仙/J｣毒和空からみた-+レンの

発/-F=横が多かった.

3) 汎 度

fFlT!Jy卜て温 度の影轡をみたも■.果, 須6側(r)ように 100Cと30oCのF7111では.温度'の高い
ほうが トマ ト子楽のー卜侶′1央角度からふたエチレンの発′1てii-･:が大きか った.
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手工

光 の触比

第5rくLl'1'J･の弧皮と払tBl=が トマ

(.('i･.) !?iuTll期間､A:
B:

C:

1つ:

4) CO2濃 度

空中の CO2浪度が 高い とェチ

L,ソの作用を阻げ (Burg&Burg 寸し
1965),上偏生長 が 小 さ くな る

(De1111y & Miller1935)とい わ

れているので,10%,20%,40

%の KOH滴酸を検定容器内に入

れて上偏1=_長を比 較した.

その結果は第 3表のように10-

20% KOH溶液を検定容器に入れ

て容器内の CO2渋皮の 高 くなる

のを19J-いだほ うが トマ ト子葉の L-.

イl目性長が大きかった.

(4) エチレン発生阻害蛋白の

効力検定

2,4-DやエスL,ルを トマ ト帆眉

に釈イけまた頼 嗣l了すると,第 6図
のように トマ ト子賓の｣二偏/lJiが

誘起された. これ は 2,4-O やュ

ス L/ルによってエチレンの/l戊が

誘Jiiされるためである.

この際 脈軸に2,4-Dの 10~▲lM

23()

∴ _
2Su(: 20''c 10-(:

f.I.llL 比

卜子鹿のL偏II:損に及ぼす形でJ･L..
2月27日,】8時間,250C

3月5El,15時臥 250C
2月26R,18噂問.5,000Lux
3月311 18時間,5.000Lux

叩37I,KOHテ#液にJ:るCO:除上,がL較正用 ト
マト子塊の 卜偏生長角度に及ぼす膨轡

子葬のと倒生長角度 (q)

批露＼＼聖 o
R時間後 112

20時間後 19.8

30

20

0

0

.1

マ
･
･

･催

S

i
.伯
t
L
に

川

結

.
;

.1J,

lo劣 l 20% l 30%

13,2 145 】34

28･3 1 30･6 29･0

‖

500 I,0002.000 10"5MIOllM 】0~3M

エスレル渋rAIpp,n 2,4-D掛.li-

fj'1,firrく】2.4-Dおよびエスレ/L,約度によるトー-,,卜丁
_atjの_L仙_(卜｣-i:1匂度の7LT-淋

しTIL.)1)2,4-Dは地坪時附L j8帖榔
2)エスレ/L･は処7711Jl帥札 12日綿1

比 Lli''ltJl'jllti



溶液を準布し.子 占1-- リー 快

糞にェチレ1/勘戊

Iu憲蛋白液を塗布

すると2,4-Dによ

って誘致される子

葉の上編生長が軽

減されることがわ

かった.すなわち

第 7,8図の よう

に子葉 に 8ppm

0

0
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のエチL,ソ生成阻 〇一･一{)対 Hqlt_ ○-一一〇エナレ/生成阻■卓的山Tさ二

'･-q蛋白を独和した 約7川 2,4-i).-_よい でト了姓の上舶生長の-テレ./
蛍仁l塗布区の子葉

の と舶生滋角凪

(A2-B2) の値は 子葉に純水をIG7_?.イ日L

た対lll.'lL左の子其の上11Hiノ｣二jirf腰 (Ar

Bl)にくらべてiji掛こ減 少 した･こ

〟)糊合矧吊夜の-If-L,ソ発JLPll'冊TJ性

は,〔(Al-B.)-(A2-B2)〕/てArBl)

×100としてあらわされる.

l･.i.Llと反)..Jに子鹿に2,4D波iLY塗布

し,ikI'一雨 をJJl袖Llに 塗イIiしても,2,4

-Dによる子兼の上†4..1廿.｣毒が 派少 †る

が,この)j法は L記の一方法よりも41rllh

a)JJifl,Jおよび_L†仙東 伯の仰木差,I)'i人

きくなりやすかった.

/I.成ML-.,.(韮rlに1るIul'if

10

･-'､ 二_-_.J !:TL-u _I I

2･卜[" M̀ 2;4三㌢ 3-;?JlL肌 畑的

;(idIil 2,.Jl-L)一一J:っこ.漬致され,iT肘 )rl.偏l

J､のエナ L,ノil.成阻l̀f'jil'lによる帖娘

(5)植物から発生するエチレンの生物検定

前述のように軒開削 胴 0)トマ ト唯 ■_Ua,子典の′Jけ 班dJi如 ミ, エチレパ掛且の0･01

ppm～10･Oppmの鞄旧 (上偏生長角度 O-30Oの他紳)内で 容器内の エチL''/濃度の対

数値と平行関係にあることが),かったので,密閉容器内に,検定用 トマ ト椎Li,nほかに帖
物体を入れておくことにより,該他物体から発′け るエチレソ並の多少を推定できること

がわかった,したがって,既述の剰i･E粂侶 こよい -7トー71度の⊥ll‖･JJiL長の差付 二側1る知

E1,2もとにして,J'TのJll.物抗旋法を定めた.その方牡は次の通 t)である･

･J･_物快走川の トマ ト維曲と供試拙物体の-'jEmを劇継 掛 二人九･処刑 il(密rA-1前り U'
トマ ト子葉の上偏生長角度ALと那 ;ILて一定時間後の子躯の｣二日"I,/t=.長尺EtEBlを求める･

検定用のホイルカップ (トマ ト惟ILh･･rD･よびjHd･)也Ujノミ-ミユキ-ライ ト)からも-ナL'ソ

が発生するので,供就植物体を入れないで 検定)flホイルjJ･yゾだけを入れた州 輔 を設
汁,このrJ･.の処理前および-御 封順 0)トマ l･{一奥の上117m二段拘魅 A2･B之を)にめる.

lj刷 冊相 に よる⊥lh.･.Jl･.釧 虻u,(AL-BL卜(Al-B2)となる･なお l･jll叶に0,0ト
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10.Oppmのエテレソを容掛 こ加用して第 3図のような子鹿の上偏生長角度とエチレン濃

度の対数との閲係をホす血線式を求めれば,角度を-チレソ浪度 (ppm)によみかえて表

示することがでさよう.

本研究で用いた検定用の トマト稚苗は,ノミーミュキュライ トの培地に播種,油水して壷

成し,子葉の完全に展捌したとき,バーミュキュライ ト1gを入れたアルミ箔のホイルカ

ップに移植し,その後は水だけを補給して育てた播越後 10-25日のものである.測定に

は,200ml容血の円闘 珍客解を用い,これに枚定用 トマ ト椎苗と供試帖物体の生体 1.0-

3.0gを入れ,洲定時FLr.jは数時間～20時間位である.なお供試植物体はできる限り切断

面を少なくする. これは按断面に比例して傷笠に伴 うェチレンが発生するからで あ る

(McglassenandPratt1964,Imasekietal.1968), また容器内に 10-20%の KOH液

を入れて容器内のC02を吸収させる.

楽観解糖は,グロスキャビネットに欄 位 し,温度 25-27oC,光線 5.000-10.000Lux

下で'jl!鮫を行なった.試験区の反復数は3-4である.冥験は左裾rJAr光下で行なうことも

できる.

2.植物体から発生するエチレンの生物検定法の利用例について

上記のように考案された植物体から発/Jiするエチレンの生物焼定法を用いて,i,E3境粂件
と植物体からのエチレンの発生との関係に潤して2,3のrLl験を行なった.

(l ) 植物体 および土壌の含水 長を異にLた場合に おける植物 体からの エチレンの

発生

1) 基の含水i止とエチレンOj発′Lとu)LkLl係

･､ソカ〆イーJソ, ｣-/ツナの′F体 3gの柴を

3JLLfl.zlHかけて廠々の各便 に陀放させたt),水に

浮かせて吸水させたりして,LJllt-なる含水LI-:の盛

をつくり,これを '･E･閉客肘こ入れ 19時けrJ後に

検定川 トマ トIf#-の上佃生長角皮新川走した.

頻の含水先は,基を水に77･かせで 卜分に吸水さ

せた飽水区の含水丑を 100とした% で表わし

た.

冥鮫の船架は,釣191式lのようにt'l;jl/li物ともに

基の含水屋が85-90%から多くても少なくて

もトマト子柴の｣一偏 /I_長朽度が大きくなl),31

テレソの売主1pがt,し､ことが認められた.
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祁9位l丑u)水/)i.311日二よるェナL/
ソ発Jl;の差堆

2) 土壌含水且および-テレソガス処理とコマの柴からのエチレンの発生,落斐および

港,['G:との幽係

船径7cmのビニールのポットに容ilトで 1/3のど- 卜を混じ''-=水LLLL娘をつめ,これに

播柾して;廊 111と(_L嬢汚水lttL75%)で 1ポット2本諒で育てた ゴマ (Sesamunindicum

L.)について,幡TJl後40Lrのと‖111日から 1俄rt;水tLil15%,75%および他州;<二U)肌1,,
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設けた.含水地は毎 日1-2回ポ ットを秤止 して調節 した.なお土塊 含水畳を掛 こする各

区について粁室料_xi(ェチレンガス無処理)とエチレンガス処PiL区の別を設けた.ガス処理

区では土壌水分処理臼耶台後 3-4日の 24時間ホ ットをガス処牙明石(50×35×53cm)に入

れ,50ppm のエチ レンガス処理を行なった. 価処理区で もポ ットをガス処理箱に入れた

が,エチ レンガスは注入 しなか った.

エチ レンカス処理終了虐1後に 各区の生炎2g(琉兼か ら第 2､3,4番口の葉)について

本生物検定法により,柴か らのエチ レンの発生を比較 した.

トマト子糞の

架而射比も上%' ー仁帽生抜角)a(皮) L･.甘 兼%
(ェナレンの稚生l/

iJpC 過 乾 (花 油 配
水 .;it 船 人 Lil 叫

△- 水分処冊 ▲-一一Jk,,1処PJi
lll後 2日後

lA; 速 乾
水 ii之 嘩

(ノーエチレン,QTF;
処FL!.

.1搾 油 化
水 .ul. Jty:

●I-エ11レ-J処PTl'.

第 10r宝l･L峨水'J/Jゴエびェチレンガス/JiLIIIlにJ:る恥W.I:Jh-臥.i:,葉からのエチし./a)

発Ll,落葉rbtj:♂?･'#･.YtのJlAj't(='･/)

(汁) 1)8)IILLu二恥含水i;tのFJJ洲を‖'l'けた,含水11榊lL/1(Ix:10O%'に
刈し,腺,-Ld区75%,位相去453To
2)-チレ./処雌は8)114 15日.
3)(健の上舶生長角度は8JI1181コ(8h)に測定し.描此･llk掛 よ
13-18UJ問の11tiを/1､す.
4)北面j肘汝;[-f州.コ/くル ト航法によf)測定し,廠klJlXJをlOOとした%
T'/｣､した二.

その結果は第 10LgJのように -チ レソカス処理の有無に かかわ らず,_L城 含水も上が適温

(土壌含水故75%)より少な くて も (同45%),多 くて も (湛水区),兼両,,削kjl巨が減少

するとともに, 検定用 トマ ト千姫の 上偏生長角度が 大 きくな り, 葉か らのエチ レン児ノLl.

か みくなることが認められた. この ことは 第 4図,,'j'112表 のk.I,架と軌｢.)を r71圧,くしてい

る.

またIH掴Jのようにエチ レンガス処.哩の有無にかかわらず,蕗薬,渚蛍はニL巌 ,:1水L摘､適

漣より少な くて も多 くても増大 した,また_I二壌 含水最のいかんにかかわ らずエチ レン処理

Iをは無処理I夏に くらべて,落葉や格 点が新 出であ っL.
以上か ら薬からの-チ L/ソの発JI-Lと落炎,蕗17が lゝL.行 Lて起 こることがわか った.また
-チ レソ処PJ･!区の進水IJ(:と砿燥EAてほ.- 千レl/他PTTの臣轡と 卜.類垣水分の適中jLlのIft3滞と
が加)-)つて落葉,落常が 技しくなることが｣つか った.
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(2) 栄華条件を異にして育てた水稲葉からのエチレンの発生

米兵条件を異にして育てた水稲品種ヤマピコについて,共からのェチレソ発生を比較し

た.

7月28日苗を 2千分の 1アールポットに 2本ずつ移植し,はじめ完全蛸薙液で培菰 し,

8月3日以後壊唯区,チッソ欠除区 (-N),カ1)欠除区 (-K),チ ッソ惚茄区 (2N)

の別を設けた.水])肱 は既報の通 E)てある (馬場 ･酒井 1976a).1区 2鉢.

成熟期の 10月5日各区の止薬 (第 1韮), 第2.3共の生体 2.0gをとり,10時間にお

ける菓からの-テレソの発生を比較 した.

その結果は,第 11図のように トマ ト子輩の上偏生長角度か らみた 薬からの エテレ./栄

生品は,チ ッソ,カリの 不足 で 増加し,チ ッソの増加で減少した.この際-テレソの発

生茄 と1茎当生存尭数との問に高い負

の相関がみられた.

つぎに本出で膿準肥区と多肥区の別

を設けて育てた水稲についてチ ッソ施

用171:と兼からのエチレン発J卜とのIikJ係

をしらへた.

7月26EJ倦伸し, はじめ JF小一施肥

]u:て育て,その後 4,肥区 で は7月25

日と8月25[｣の2回に標準肥l_i_よi)

I_清一10ア-/Lあた()硫安10kgを増

加 し~こ施用 した.供..揖2一種は,耐月凹ノ仁

の大きい丑卜刷凡と了の小さい蔦林8シJ

(一冊'',i･'吊り1962)を用いた,
8月5日,9月5日,9ノ二｣15日,))3
JLlll.第12,3,4炎の発芽の′Iこ体2gを

とt), トマ ト子弟LD上編生良から見た

葉からのェチレン発生見をしらべた.

その結果は第 4表のように多北での

増収の少ない,すなわら血肥性の小さ

＼

■

0 5 10 15

Iマトイ瓜V)HI"lu･1t.jT日生 (ll)
(触からのエチレン砥41)
1.鮒1(-N.2.-N,3.2N,4: K

J排日Jl当l 火炎灸件を児にした水稲における姓か

らの-LナL,1/発生と生11'-禁教とのLq繰

第 4衣 酎肥性をj'鞍にする水柵IEは組にふけるナノソレベルに√とる
葉からのエチレ-/の発生の造輿

l主 l･:!り

.I.L 唖 1 チノソ レニエ

234

卜7卜f薬のJ僻はtL托角度 (C)
姓.からの-チL//の発/-_E相生)

-_.:Ln.毒.;･:.J- r二 19)115n(10時間)



い袋林8号では,多チッソでの斐からのエチレンの発′巨は減少したが,多肥での増収の大

きい.すなわち刷肥性の人きい金-di弧では,多チッソで斐からのエチレンの発生が･Jtll加し

た.

考 察

本研究では,-チL,ソによって誘致されるトマト子葉の上鵬生長角度を測定することに

よって柵物体から発生する-チレソを検知する準定丑的生物検定法を考案することができ

た.

この方法で2,4-Dに よ l)誘導されるトマト子躯の と稲生長角度がェチレソ生成阻苫蛋

白によって減少することに苅目して,エチレンiL成阻害至掛｣の効力検定を準定Li化するこ

とができた.この方は.はエチL,ソ生成阻ITr;袈山lI)L外のエナレソ発/t阻害剤 (物質)の効力

判定や スクリーニングにも利川できると考えられる. また2,41Dやエスレル以外のエチ

L//発生剤 (物質)の効力拙走やスク))一二ソノにも刑月｣HJ健であろう.

また帖物体からのェチレソの発/i-L3;を測定するノL._物検止法として,徳閉容器,･内に,測定

すべき植物体の一定iiと検定川 トマ ト椎Il)'を入れて,机物仏から発′Lするエチレンiilを,

検走用の トマト子鹿の上偏生戊角度を州t/とすることによって求める万法を考案した.

この方法の火′点は,検竜用 トマトffE苗とその1.I.;地ことに培地から発生するェチレソ丑が

..r与差の帆勾となることてある.この培地からの-テレソの発′LJLL～.･を少なくするために,少

iLLの,(-ミュキュライ トを用いるプj法をとったか,さらにその発iLを少なくする)j法を検

討する必要がある.

ヰWr-兜から11桐J/g体からのェ-トレン宛r'[_ほ,.･上磯が乾燥し,fld物が水分ス トレス (Water

stress)をうけた切lTfこ｣'Ll.J州L (Jordanetal.1972.McMichaeletal.1972,Ben-

YehoshuaandAloi1974,E1-Beltagyand上土al11974).また湛水した場かこも相加する

(Kawase1974,Michaeletal.1975JacksonandCambel1975,Kawase1976)といわ

れるが,本研究でもゴマについてI,rJ様の由実がlLだめられた.

仙物体からのエチレンの雅勺:.や仙物内の-+レソ浪度の｣円大は,二上地の舷嫌の易釦 よ,

水分ス トレス (植物体の含水idの低 ド)とそれに伴 う老化 (Senescence)の促進(EトBel-

tagyandHa111974)などによって起こるといわれる.

耶水処理の峻合では,収の陣121による吸水ID減少に伴う水分ス トレス (植物体の含水比

a)低下),ll,娘の恨崩小足の影千野(JacksonandCambel1975),これらに伴 う老化の促

近 (El-BelagyandHall1974), 卜腰 の酸素Jll一児 (妹5TL的)条件下で増殖する土塊敵生物
により/-I_成されたエチレンの板から地｣部/､の払散 (JacksonandCambel1975)および

fAJ′L-ナレソ等o)体1̂J･＼の裾払 排lLuの減少 (Kawase1974,76)などで起こると 替え
られている.

本研究の場合もこのような土班の･;tZ煉,湛水処理による植物体からのエチレンの生成,

紙物体の-チL/ソきだ'1,度の増大に作って上Lh性 良,蒲生,落苛などが誘致されたものと考え

られる.

またェチレンの作用I的性として老化の促進があげられるが,チッソ,カリの欠乏に作っ

てイ;(,のT3Il･::かI.I.･II.る現'ilとh'Lきからの- 1-レソの発′I=.と力漕 綾な15g柘ci,もつことが認めら
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れたが,このことから,栄鬼欠乏によるェチレンの発/上捉進,老化の鮎進,下葉の砧上 f)

などが相互に開通 して順次進行するLt,のと推 dllは れる.

チッソの増加に対する菓からのエチレンの発生が水稲品jかこより異なり,耐肥性の大き

い品鹿がその小さい品種にくらべてチッソの増加に伴T)エチレンの発Jtの増加が大きいこ

とが認められたが,このことは耐肥性o)大きい品種がその小さい晶稀にくらべてチッソに

よる生長の促進が 少ないこと (馬場 ･Jtii田 1960)と幽連かあるのではないかと考えられ
る.

摘 要

エチレン生成阻宮蛋白の効力抜足などに利用する- ナレンの/巨物検定法を考炎するため

の研究を行なうとともに,基出した生物険定法を用いて,規境条件と-ナレソの発生に関

する2,3の実駿を行なった.その結果の概要は次の通 りである.

(1) -チレl/によって誘起されるトマ ト維 I靖の子葉の｣_14.jlli良ft値(Y)とェチレン
拭き度 (X)とのrLiJには,-ナレ'/蓑度0.01-10.Oppmの租川内で は,y-9.371ogX+

22.41の虚線式に近似した 凹係が認められた, したがって この濃度の範川 (Ll砧生良PJ

度で0-300の恥周)内の-チL,ソ淡度は, トマト7･薬の示す 上偏生長角度を測ることに

よって求めることができる.

(2) 2,4-Dの10-4Mの水溶液を トマ ト離IIF']U_)は柚に ･'JTi布することによ-,て誘起され

る子難の｣二偏ノL長は,エ+L,ソ′L,I即し出張L'｣U)射 t.'液IJ+rT薮にrt･73.イ再-ることによっでf･t純

される.二･l+レンJJ_JJRnl'.i;凪 Llの効力はこの トマト丁数･のLIh.II/IJ壬がェナレソ隼成机'.lJ蛮

Jlによって蛙i城される捉比を測止して検定できる.

(3) 的物体から発iLするェJ-レソiiよ,'･,(,:閉'.,,iH:.;IJ,lrl)fl.Julrt物体oJ一定はとともにエ

チレン検定川の トマ ト批苗を入れ,-IjiIl即日後に トマ ト印.rlル)子葉のノJ寸土tI"日:長(.'=i･を
州走することによって準定i'lL的に求めることができる.本研′花ではこの-チレ-/の生物抄

定法の基準的方法を考集捉′1こした.

(4) 上記のエチレンのiL物快'走法を利川して,環境粂(′lとII朋勿体から0)-ナレ./の発
/Lとの開床について研究し,つぎの詣IJflliを明らかにすることができた,

1) 土壌の乾燥または湛水処理によって柚物体から3･l止のェチレンが発生し,非柄の上

場生長,港典,軌L:等が誘致される.これらの被害はェチレンガスの存在によって加成さ
れる.

2) 水稲ではチッソ,カ1)などLT)欠乏に件って磨からの--1-レンの発生が促進され,葉

の老化,T垂の机れ とりI'Sどが誘jJJされる.

また水稲ではチッソのJtHJHに伴う-ナレン ,,I,発′Lの雌r与iよふ).緋に上()ytl･.･なってぶE),IIlJJ

肥性の大きい品種はその小さいL;ム掛 こくr_)Jヾ こ,チッソのL,,Y.･加によるェナレ./の発/l那大

きい.
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